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令和５年度第１回熊本県地域年金事業運営調整会議 議事要旨 

 

開催日時：令和５年７月２５日（火） １４：００～１６：００ 

開催場所：KKR ホテル熊本 

出 席 者：委員１２名  

      日本年金機構１２名 

 

１．開 会   熊本東年金事務所副所長 

２．あいさつ  熊本東年金事務所長   

３．委員紹介   

４．議事 

議題 １ 「令和４年度事業実施結果報告」について 

議題 ２ 「令和５年度事業計画」について 

５．その他 

    

        

 

【資料】令和５年度第 1 回熊本県地域年金事業運営調整会議資料 

 

 

【事業概況説明】議事の前に資料に基づき地域年金展開事業の概要について事

務局より説明。 

        

【議題１】事務局より資料に基づき令和４年度事業実施結果報告について説明。

（概要は下記のとおり） 

・地域連携事業として市町村・官公庁、社会保険労務士会、全国健康保険協

会、社会保険協会、社会保険委員会、年金協会、自治体・町内会等及び企

業・団体等との協力連携の現状と今後の取り組み課題について説明。 

・年金セミナー事業として教育機関へのセミナーの周知及び実施状況、地域

年金推進員の活動状況について現状と今後の取り組み課題について説明。 

・地域相談事業として遠隔地の市町村での出張年金相談の実施状況、ハロー

ワークでの説明会実施状況について現状と今後の取り組み課題について

説明。 

・年金委員活動支援事業として実務研修会の実施状況、情報提供（各種啓発

資料の送付）の実施、年金委員委嘱拡大に向けた取り組み状況、年金委員

表彰の実施状況について現状と今後の取り組み課題について説明。 
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・各拠点の取り組みについて「ねんきん月間」及び「年金の日」における取 

 り組み等について現状と今後の取り組み課題について説明。 

・前回までの地域年金事業運営調整会議でいただいた意見及び課題への取り

組み状況について説明。 

 

≪令和４年度事業実施結果報告についてのご意見・ご要望・ご質問≫ 

○（塵岡委員）年金セミナーの開催について、教育関係機関を訪問しておられ

るが、各機関の反応はどうか。また、講師について、事務所の職員だけで

は大変と思うが、どのようにしておられるか。 

▶（事務局）セミナー講師について、中学校は地域年金推進員にお願いし、そ

れ以外は職員で行っています。 

▶（県高校教育課）実施高校の生徒から、「年金制度について知らなかったが、

とても大事な制度であると感じた」と聞いております。ただ、他からも、

セミナーのオーダー（例えば金融対策等）を多く頂いており、高校毎に必

要なセミナーについて優先順位をつけて決めているところです。 

▶（県私立中学高校協会）5 月の校長会にてセミナーの周知をしてもらいまし

た。校長先生方は年金について非常に興味を持っており、年金制度の大事

さを感じているところです。 

▶（熊本市教育委員会）地域年金推進員様の力強い働きかけにより、多くの中

学校で開催して頂いております。今後、持続可能な社会を作る担い手とな

る小中学生が、年金と出会う前に年金制度に興味を持ってもらうことはと

ても大切だと思います。 

〇（塵岡委員）先日、社会保険委員用務で熊本工業高校を訪れた際に、「ぜひ当

校の 3 年生に年金セミナーを受講させたい」との話を先生から頂いた。年

金制度はとても大切な制度であり、年金セミナーの開催をもっと増やし、

ずっと継続していただきたい。（要望） 

 

〇（辻委員）地域のネットワークとして、地域のコミュニティ、地元企業、商

業施設・商工会などが掲載されているが、「新型コロナウイルス感染症の影

響により、地域住民への年金制度年金制度説明会は開催できなかった。」と

ある。教育機関だけでなく、誰が対象となって、どのようなことをやるの

かも掲載し、地域住民のための説明会、一般の方にもわかる広報をお願い
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したい。 

▶（事務局）今後、出来る範囲でやっていきたいと思います。「地域年金委員」

をいかに活用できるかが課題です。今後、開催する地域年金委員連絡会や

地域年金委員広報誌で広報していく中で、研修会の開催をお願いしていき

ます。 

 

〇（九州厚生局）教育機関での年金セミナーが多数開催される中で、障害年金

について周知されていない。「特別支援学校」で障害年金の受給を見据えた

セミナーを是非お願いしたい。 

▶（事務局）年金セミナー講師のスキルを伸ばし、対応できるようにしていき

たいと思います。 

 

 

【議題２】事務局より資料等に基づき令和５年度事業計画を説明。 

（概要は下記のとおり） 

・市町村及び関係機関（ハローワーク、税務署等）との協力連携を図る。 

・地域における相談事業（出張相談）と制度説明会（企業や団体の従業員）を 

実施する。 

・年金セミナー事業について、セミナー開催アプローチを積極的に行い、オン

ラインセミナーも推進し、地域年金推進員の活用（学校訪問等）を行う。併

せて、エッセイ募集への取り組みも積極的に行う。 

・年金委員活動の活性化・地域型年金委員の委嘱拡大を積極的に行う。 

・「ねんきん月間」及び「年金の日」における取り組みについて、各年金事務

所が創意工夫し、年金制度の普及・啓蒙活動を積極的に実施する。 

 

≪令和５年度事業計画についてのご意見・ご質問・ご要望≫ 

○ （九州厚生局）地域連携事業に掲載の「算定基礎届事務説明会」は、地域

年金展開事業でいう制度説明会ではなく、一般事業の説明会ではないか。 

▶ 算定基礎届事務だけでなく、例えば、育児休業、適用拡大などの改正点に

も説明を行っており、制度説明会として掲載しております。  
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〈以上、各委員様よりご質問・ご意見・ご要望をいただき、今後の取り組みに 

活かしていくこととし、全議題とも全委員様からご承認いただきました。〉 

 

【その他】 

〇新しく作成された年金セミナー動画の視聴。 

〇「ねんきんネット」の案内チラシを配布し事務局より説明。 

〇次回の地域年金事業運営調整会議は令和６年 2 月の開催を予定。 

 

 

 


